
平成25年度決算　津別のまちの家計簿

まちの話題　防災・防火へ一致団結　消防出初式が行われる

今月の表紙　平成27年成人式～町民憲章を朗唱する新成人のみなさん～

温故知新

マラソンが与えてくれる感動

活汲　大友 國男 さん

54名が大人の仲間入り　平成27年の成人式を開催



歳 出（一般会計） 平
成
25
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
62
億
７
７

１
２
万
円
と
な
り
、
対
前
年
比
20
・
８
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
繰
入
金
、
町
債
、

国
・
道
支
出
金
等
の
増
が
、
主
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）
を
見
る
と
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
最
も
大
き

な
財
源
に
な
っ
て
お
り
、
25
年
度
で
は
30
億
５

１
４
９
万
円
で
歳
入
全
体
の
48
・
６
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
国
・
道
支
出
金
や
地
方
譲

与
税
等
の
交
付
金
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
に

措
置
さ
れ
た
町
債
を
合
わ
せ
た
依
存
財
源
は

73
・
２
％
に
な
り
ま
す
。

残
り
の
26
・
８
％
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
納

付
し
て
い
る
町
税
等
の
自
主
財
源
で
す
。
町
税

の
総
額
は
６
億
３
５
１
万
円
で
一
人
当
た
り
11

万
４
２
１
４
円
の
納
付
額
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
一
般
会
計
の
決
算
で
は
、
基
金
か
ら
７
億

１
９
１
４
万
円
を
取
り
崩
し
、
歳
入
の
不
足
分

を
補
い
ま
し
た
。

歳
出
の
最
終
決
算
額
は
、
62
億
６
８
４
７
万

円
で
対
前
年
比
22
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た

（
３
ペ
ー
ジ
・
グ
ラ
フ
２
参
照
）。

総
務
費
は
、
地
域
振
興
費
及
び
総
務
管
理
費

等
の
増
に
よ
り
７
億
９
７
１
５
万
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

民
生
費
は
、
社
会
福
祉
費
の
増
に
よ
り
７
１

１
９
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
業
費
は
、
農
業
費
の
農
山
漁
村
活
性
化

対
策
整
備
事
業
や
、
林
業
費
の
21
世
紀
の
森
管

理
経
費
等
の
増
に
伴
い
、
１
億
９
４
２
３
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
の
項
目
に
あ
る
公
債
費
と
は
、

町
が
事
業
を
行
っ
た
と
き
に
借
り
た
お
金
の
償

還
額
で
す
。
歳
出
の
９
・
０
％
と
負
担
割
合
が

大
き
い
状
況
で
す
が
、
償
還
額
の
ピ
ー
ク
は
過

ぎ
た
た
め
、
毎
年
下
降
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

※
対
前
年
比
が
大
き
い
項
目
の
み
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

一
般
会
計
・
歳
入

一
般
会
計
・
歳
出

歳 入（一般会計）

地方交付税
30億5,149万円
（48.6%）その他

1億6,457万円
（2.5%）
地方譲与税、

地方消費税交付金、

自動車取得税交付金、

地方特例交付金など

依存財源
73.2%

自主財源
26.8%

町　債
5億9,038万円
（9.4%） 国・道支出金

7億9,247万円
（12.7%）

町税
6億351万円
（9.6%）

繰入金
7億1,914万円
（11.5%）

諸収入
4,928万円（0.8%）

分担金その他
2億3,148万円
（3.7%）
分担金及び負担金、

使用料及び手数料、
財産収入、寄付金

総額　　62億7,712万円

町民一人あたりの町税の納付額　114,214円
（平成26年３月31日現在　人口5,284人）

繰越金
7,480万円（1.2%）

津
別
の
ま
ち
の
家
計
簿

一
般
会
計
は
、
７
億
１
９
１
４
万
円
を
基
金
か
ら
取
り
崩
し
ま
し
た

皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
・
道
か
ら
の
交
付
金
な
ど
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
一
般
会
計
を
中
心
に
平
成
25
年
度
決
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
決
算

農林業費

5億2,696万円（8.4%）

総務費
20億5,036万円
（32.7%）

総額　　62億6,847万円
町民一人あたりの経費　1,186,312円
（平成26年３月31日現在　人口5,284人）

　   

民生費
9億3,078万円
（14.8%）

教育費
5億5,224万円
（8.8%）

消防費

2億5,438万円（4.0%） 労働費 1,623万円（0.3%）

議会費
7,283万円
（1.2%）

商工費 6,606万円（1.0%）

こ
の
ほ
か
特
別
会
計
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険

事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
・
介
護
保
険
事

業
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
下
水
道
事
業
・
簡

易
水
道
事
業
の
６
事
業
会
計
と
、
企
業
会
計
で

あ
る
上
水
道
事
業
会
計
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
私
た

ち
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
（
表

１
・
２
参
照
）。

各
会
計
と
も
健
全
財
政
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

不
足
分
を
補
う
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
上
水
道

事
業
を
除
く
６
事
業
会
計
に
、
法
定
繰
り
出
し

を
含
め
て
５
億
２
９
８
９
万
円
が
繰
り
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
一
般
会
計
の
性
質
別
内
訳
は
表
３
参
照
。

特
別
・
企
業
会
計

一般会計性質別内訳表３

■地方交付税

地方公共団体間の財源不均衡是正

を目的に、国税の所得税、法人税、

消費税、酒税など、それぞれ一定

割合の額を国から交付されるお　

金。

■国・道支出金

町で行う特定の事業に対して、国

または道から交付される負担金、

委託金、補助金。

■町債

町が事業を行うために借りたお金

のほか、地方交付税減による財源

不足を補うため措置された臨時財

政対策債が含まれる。

■町税

町民税や固定資産税、軽自動車税、

特別土地保有税、たばこ税、入湯

税など。

■繰入金

目的の事業を行うための財源及び

財源不足を補う目的で、町の貯金

である基金を取り崩して一般会計

に入れたお金。グラフ１

グラフ２

■総務費

地域振興基金積立金、体験交流施設整備事業等の増

により対前年比63.6％の増。
■民生費
社会福祉費の地域介護・福祉空間整備等施設整備交付

金経費等の増により対前年比8.3％の増。

■衛生費
地域医療維持助成、下水道事業特別会計繰出金等の増　

により対前年比5.6％の増。

■土木費
道路橋梁費の雪寒建設機械導入事業等及び、河川費
の増により対前年比4.5％の増。
■公債費
償還完了等に伴う過疎対策事業債等の減により対前年

比8.1％の減。

■教育費
小学校費の小学校施設整備事業等の増により対前年比

4.2％の増。

■農林業費
農業費、林業費の増により対前年比58.4％の増。
■消防費
防災対策経費等の増により対前年比16.1％の増。

■議会費
議会運営経費の増により対前年比6.4％の増。
■商工費
給与費の減により対前年比6.8％の減。

諸支出金 23万円（0.0%）

衛生費
6億5,558万円
（10.5%）

土木費
5億8,111万円
（9.3%）

公債費（9.0%）
5億6,171万円



北海道では、消費者からの意見や要望、苦情等を把握し、消費者行政に役立てるため、「消費生活モニター」を

募集します。

１．公募人数 １名（津別町で委嘱される人数）

２．応募資格 （１）津別町内に居住する20歳以上で、日常生活のための商品・サービスの購入を継続して行っ

ている方。

（２）原則として、北海道が主催する消費生活モニター研修会に出席できる方（研修会は４月上

旬に北見市で開催され１日で終了）。

３．仕事内容 （１）消費生活に関する意見、要望及び情報を提供する。

（２）生活関連重要商品などの価格動向及び出回り状況、

不当な表示などについて調査を行う。

（３）消費生活に関するアンケートに回答する。

４．任　　期　　平成27年４月１日～平成28年３月31日

５．謝 礼 金 北海道から月額1,800円が支払われます。

６．応募締切 平成27年２月27日（金）

７．応募・問い合わせ先

役場商工観光グループ（担当：山本）

†76－2151（内線258） FAX  76－2976

※氏名、生年月日、住所、世帯人員、本人及び

世帯主の職業をお聞きします。

西
粟
倉
村
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
も
あ
る
「
百
年
の
森
構
想
」

に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
。

「
地
域
に
は
捨
て
て
は
い
け
な
い
も
の
が
あ
る
。
苦
労
を
重

ね
て
地
域
を
守
っ
て
き
た
先
人
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
生
き
て

い
く
子
ど
も
達
の
た
め
、
そ
し
て
こ
の
地
域
に
愛
着
を
持
ち

関
わ
っ
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の
方
々
の
た
め
、
約
50
年
前
に

木
を
植
え
た
人
々
の
想
い
を
大
切
に
し
て
、
立
派
な
百
年
の

森
林
に
育
て
上
げ
て
い
く
。
そ
の
為
に
あ
と
50
年
村
ぐ
る
み

で
挑
戦
を
続
け
て
い
く
」

自
立
の
道
を
決
め
た
西
粟
倉
村
と
同
様
に
わ
が
津
別
町
も

町
民
の
意
志
で
自
立
の
道
を
歩
み
始
め
、
ま
た
ど
ち
ら
も
森

林
を
主
な
産
業
と
す
る
と
こ
ろ
な
ど
共
通
点
が
あ
る
。
森
林

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
西
粟
倉
村
の
森
林
は
民
有
林
が
中
心

で
、
一
方
津
別
町
は
国
、
道
、
町
有
林
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
視
察
を
通
じ
て
「
愛
林
の
ま
ち
　
つ
べ
つ
」
を
宣

言
し
た
町
と
し
て
１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
計
画
は
十
分
な

の
か
と
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
名

グ
リ
ー
ン
・
ア
ン
ド
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
タ
ウ
ン

基
盤
づ
く
り
事
業

申
請
者

Ｎ
Ｐ
O
つ
べ
つ
自
然
の
会

参
加
者

つ
べ
つ
自
然
の
会
よ
り
７
名
参
加

総
事
業
費

76
万
５
０
０
０
円

町
よ
り
の
補
助
金

38
万
２
５
０
０
円

自
己
負
担

38
万
２
５
０
０
円
（
７
名
分
）

平
成
26
年
11
月
17
日
〜
11
月
20
日
の
３
泊
４
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
愛
媛
県
伊
予
市
双
海
町
翠
地
区
の
「
ホ
タ
ル
の
里
」、

岡
山
県
英
田
郡
西
粟
倉
村
の
森
林
の
再
生
に
村
の
未
来
を
か
け
る
各
種
事
業
視
察
に
つ
い
て
以
下
の
通
り
報
告
す
る
。

１
、「
ホ
タ
ル
の
里
」
の
復
活
に
つ
い
て

（
愛
媛
県
伊
予
市
双
海
町
翠
地
区
）

ホ
タ
ル
の
棲
ん
で
い
る
地
域
は
、
翠
地
区
を
流
れ
る
竹
の

川
と
南
川
の
合
流
地
点
か
ら
１
d
の
範
囲
で
、
川
の
水
は
非

常
に
き
れ
い
で
溜
ま
り
に
は
鯉
が
泳
い
で
い
る
。
川
面
観
察

の
後
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
翠
小
学
校
で
ホ
タ
ル
保
存
会
の
武

井
会
長
か
ら
ホ
タ
ル
復
活
へ
の
道
の
り
を
聞
い
た
。

「
昭
和
35
年
頃
ま
で
は
６
月
と
も
な
る
と
無
数
の
ホ
タ
ル
が

飛
び
交
っ
て
い
た
が
、
年
々
減
少
し
昭
和
48
年
頃
に
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
原
因
は
水
田
へ
の
農

薬
と
生
活
廃
水
の
流
入
で
あ
っ
た
。

地
域
住
民
の
努
力
が
実
を
結
び
、
ホ
タ
ル
の
数
も
徐
々
に

増
え
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
62
年
か
ら
は
毎
年
６
月
の

第
１
土
曜
日
に
、
翠
小
学
校
を
会
場
に
ホ
タ
ル
祭
り
を
開
催

し
て
い
る
。

環
境
を
保
護
す
る
の
も
破

壊
す
る
の
も
人
間
で
あ
る
。

一
度
失
っ
た
も
の
を
元
に
戻

す
に
は
、
そ
れ
相
当
の
年
月

が
か
か
る
こ
と
を
改
め
て
知

る
機
会
と
な
っ
た
」

会
長
は
淡
々
と
話
を
進
め

て
い
た
が
、
地
域
の
方
々
の

ホ
タ
ル
復
活
へ
の
熱
意
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

２
、
西
粟
倉
の
取
り
組
み（

岡
山
県
英
田
郡
西
粟
倉
村
）

人
口
１
５
３
８
人
、
高
齢
化
率
32
％
で
村
の
面
積
わ
ず
か
５

８
０
０
ha
、
95
％
が
森
林
、
87
％
が
人
工
林
で
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

が
主
な
樹
種
で
あ
る
。

平
成
の
大
合
併
の
時
、
村
民
の
60
％
が
合
併
賛
成
と
い
う
こ

と
で
５
町
２
村
の
合
併
協
議
会
に
参
加
す
る
も
、
最
終
的
に
は

60
％
が
反
対
と
い
う
こ
と
で
自
立
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ

た
。そ

の
後
は
林
業
を
中
心
と
し
た
様
々
な
事
業
に
取
り
組
み
、

積
極
的
に
1
タ
ー
ン
者
を
受
け
入
れ
、
村
民
、
森
林
組
合
、

役
場
、
森
の
学
校
等
が
一
体
と
な
っ
て
「
森
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
」
を
行
っ
て
い
る
。
今
ま
で
に
50
人
以
上
の
1
タ
ー
ン

者
を
受
け
入
れ
、
現
在
も
様
々
な
職
場
で
活
躍
し
て
い
る
。

村
は
小
水
力
発
電
に
取
り
組
ん
で
い
て
昭
和
41
年
西
粟
倉
発

電
所
を
建
設
し
た
。
発
電

し
た
出
力
２
９
０
kw
／
ｈ

（
約
７
０
０
世
帯
分
に
相
当
）

の
電
力
を
電
力
会
社
に
売

電
し
、
こ
れ
ま
で
の
売
電

収
入
は
９
億
円
と
な
る
。

た
だ
あ
く
ま
で
も
村
の

中
心
事
業
は
森
林
で
あ
り
、

今
後
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

に
力
を
入
れ
て
い
く
と
の

事
で
あ
る
。

津
別
町
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

『
グ
リ
ー
ン
・
ア
ン
ド
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
タ
ウ
ン
基
盤
づ
く
り
事
業
』
視
察
報
告

Ｎ
Ｐ
O
つ
べ
つ
自
然
の
会

《
津
別
町
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
》

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
企
画
課
住
民
企
画
グ
ル
ー
プ
　

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
１
５
）

申請及び問い合わせ先 住民企画課　住民企画グループ　　†76－2151（内線215）

■募集期間　　平成27年２月２日（月）～２月23日（月）

※今年度の期間が残りわずかとなりましたので、申請を予定されている方は、早めに申請願います。

■人づくり活動支援事業　　□対　象…町民が国内外で研修する事業

○補助額…補助対象経費の１/２以内（限度額：国内８万円、国外20万円）

■まちづくり活動支援事業　□対　象…町内の団体が既存の活動の拡充となる自主的なまちづくり活動を行う事業

（過去に申請した団体でも別事業での申請が可能になりました）

○補助額…補助対象経費の総額以内（限度額：100万円　※下限額５万円）

■事業の承認　　申請者は、必要書類提出後、審査会において審査委員に事業概要等を説明していただきます（プ

レゼンテーション）。そこでの審査の結果、事業が採択されます。

平成26年度
３回目

町では、『津別町人づくり・まちづくり活動支援事業』として、産業、福祉、芸術文化、

スポーツ、コミュニティー活動など様々な分野で地域の活性化を図ることを目的に、まちづ

くりのリーダーの育成及び町民の自主的なまちづくり活動を支援しています。

参　考（過去に採択された事業）

《人づくり事業》グリーン・アンド・エコロジー・タウン基盤づくり事業、ＪＡ北海道女性協議会海外視察研修、指導者養成事業（ブ

ロンズライセンスセミナー受講）、森林セラピスト資格認定講習会、エコタウン先進事例調査、有機酪農先進地視察研修事業、全道

ＳＲＵニュージーランド先進地視察、台湾二水郷視察研修事業、林業先進地視察、津別町玉葱振興会青年部道外視察研修、津別町ラ

グビーチームサポータークラブ視察研修、先進地視察研修ニュージランド、ウィルダネスファーストエイド野外、災害救急法

《まちづくり事業》ものそとFORUM、つべつHappyママプロジェクト、楽ガキコンパネ祭りin相生2014、ビストロＧＲＯＷ



11
月
末
に
静
岡
県
島
田
市
で
開
催
さ
れ
た
『
第

51
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会
』

に
出
場
し
た
、
津
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
笹

本
陸
君
（
北
見
柏
陽
高
校
２
年
）
が
、
12
月
26
日
、

競
技
結
果
を
佐
藤
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

定
め
ら
れ
た
大
会
に
お
け
る
演
技
点
数
上
位
65

人
の
み
が
出
場
で
き
る
男
子
個
人
に
、
北
海
道
か

ら
た
だ
一
人
出
場
し
た
笹
本
君
の
成
績
は
36
位
。

優
勝
者
の

上
山
容
弘
選

手
（
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
５
位
入

賞
）
を
は
じ

め
、
世
界
選

手
権
大
会
代

表
や
全
日
本

強
化
指
定
選

手
な
ど
強
豪

ぞ
ろ
い
の
大

会
で
、
笹
本

君
の
健
闘
が

光
り
ま
し
た
。

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

中
田
翔
選
手
と
大
嶋
匠
選
手
が
、
２
０

１
５
年
の
津
別
町
応
援
大
使
に
決
定

し
、
12
月
24
日
、
球
団
担
当
者
が
来
庁

し
て
サ
イ
ン
入
り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
）。

こ
れ
は
、
同
球
団
が
道
内
の
町
お
こ

し
を
応
援
す
る
『
北
海
道
１
７
９
市
町

村
応
援
大
使
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
一
環

で
、
両
選
手
に
は
今
年
１
年
間
津
別
町

の
応
援
大
使
と
し
て
町
の
Ｐ
Ｒ
に
協
力

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
月
19
日
に
は
、
町
民
に
よ
る
実
行

委
員
会
も
設
立
さ
れ
、
町
民
か
ら
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
、
町
お
こ
し
を
目
指
し

て
行
き
ま
す
。

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

中
田
選
手
ら
が
応
援
大
使
に

１
月
５
日
、
正
月
恒
例
の
第
48
回
新
春
書
初
席

書
大
会
（
主
催
・
津
別
町
商
工
会
青
年
部
）
が
中

央
公
民
館
で
開
か
れ
、
町
内
の
小
学
生
と
中
学
生

が
半
切
紙
を
前
に
腕
を
振
る
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
学
年
別
に
定
め
ら
れ
た
「
ひ
ろ
い

空
」「
美
し
い
心
」「
雪
深
い
春
」
な
ど
の
課
題
の

書
に
取
り
組
み
、
見
本
を
見
な
が
ら
丁
寧
に
仕
上

げ
て
行
き
ま

し
た
。

引
き
続
き

審
査
が
行
わ

れ
、
入
賞
し

た
作
品
は
網

走
信
金
津
別

支
店
、
北
見

信
金
津
別
支

店
、
津
別
郵

便
局
、
中
央

公
民
館
の
各

ロ
ビ
ー
に
展

示
さ
れ
ま
し

た
。

新
年
へ
の
希
望
を
筆
に
込
め
て

第
48
回
新
春
書
初
席
書
大
会
開
催

第
51
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
選
手
権
大
会

笹
本
陸
君
が
町
長
に
健
闘
を
報
告

１
月
11
日
、
中
央
公
民
館
で
平
成
27
年
の
成
人

式
が
開
催
さ
れ
、
新
成
人
54
名
が
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
松
平
範
慶
教
育
委
員
長
の
式
辞
（
代

読
）
に
続
い
て
、
佐
藤
多
一
町
長
、
鹿
中
順
一
町

議
会
議
長
な
ど
か
ら
祝
辞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
応
え
て
、
新
成
人
代
表
の
植
松
希
里
子

さ
ん
と
古
澤
大
輝
さ
ん
が
成
人
の
誓
い
を
読
み
上

げ
、
大
人
と
し
て
の
決
意
を
表
明
。

北
見
室
内
管
弦
楽
団
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

や
、
小
中
学
校
時
代
の
恩
師
、
津
別
町
応
援
大
使

と
な
っ
た
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
中

田
翔
選
手
な
ど
か
ら
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ

オ
披
露
も
あ
り
、
出
席
者
に
と
っ
て
思
い
出
深
い

成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

54
名
が
大
人
の
仲
間
入
り

平
成
27
年
の
成
人
式
を
開
催

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

歳
末
特
別
警
戒
結
団
式

平
成
26
年
度
歳
末
特
別
警
戒
結
団

式
（
主
催
　
津
別
町
・
美
幌
警
察
署
）

が
、
12
月
16
日
、
林
業
研
修
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
町
長
、
江
川
清
人
美
幌
警
察

署
長
な
ど
の
挨
拶
に
続
い
て
、
津
別

町
防
犯
協
会
の
大
江
清
一
さ
ん
か
ら

活
動
内
容
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

は
歳
末
の
防
犯
活
動
に
向
け
て
気
を

引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
年
末
に
か
け
て
津
別
町

防
犯
協
会
の
役
員
や
自
治
会
の
関
係

者
、
町
内
各
駐
在
所
員
ら
に
よ
る
地

域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
津
別
消
防
署
と
津

別
消
防
団
に
よ
る
合
同
出
初
式
が
、
１
月
５
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

津
別
消
防
署
前
で
の
開
会
式
に
続
い
て
、
役
場

庁
舎
前
で
観
閲
を
実
施
。
消
防
署
員
並
び
に
消
防

団
員
が
、
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
車
両
を
伴
い

行
進
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
町
民
会
館
に
会
場
を
移
し
て
特
別
功

労
章
及
び
永
年
勤
続
章
の
表
彰
状
伝
達
式
が
執
り

行
わ
れ
、
式
に
臨
ん
だ
消
防
署
員
・
団
員
た
ち
は
、

一
致
団
結
し
て
火
事
や
災
害
か
ら
町
民
を
守
る
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

防
災
・
防
火
へ
一
致
団
結

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
る



「
走
り
な
が
ら
眺
め
る
四
季
折
々
の

風
景
や
ゴ
ー
ル
の
喜
び
、
仲
間
と
の

交
流
な
ど
、
様
々
な
感
動
を
与
え
て

く
れ
る
の
が
マ
ラ
ソ
ン
の
魅
力
で
す
」

と
、
穏
や
か
に
話
す
大
友
國
男
さ
ん
。

古
希
を
過
ぎ
た
今
も
、
毎
日
10
d
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
欠
か
さ
ず
、『
サ
ロ
マ

湖
１
０
０
d
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
』

や
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
自
転
車
の
複
合

競
技
『
ビ
ホ
ロ
１
０
０
d
デ
ュ
ア
ス

ロ
ン
大
会
』
な
ど
、
道
内
で
開
か
れ

る
大
小
の
大
会
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

い
ま
す
。

双
葉
の
農
家
に
生
ま
れ
た
大
友
さ

ん
は
、
本
岐
中
学
校
を
卒
業
後
、
若

く
し
て
亡
く
な
っ
た
父
親
の
跡
を
継

い
で
農
業
を
営
み
、
同
時
に
民
間
の

山
林
仕
事
に
も
精
を
出
し
ま
す
。

そ
ん
な
多
忙
な
日
々
の
中
で
、
自

ら
の
心
身
を
鍛
え
る
た
め
に
と
始
め

た
の
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
し
た
。
最
初

に
出
場
し
た
大
会
『
第
一
回
全
津
別

駅
伝
競
争
』（
昭
和
36
年
）
で
、
大
友

さ
ん
の
チ
ー
ム
は
見
事
二
位
に
入
賞
。

そ
の
後
、
毎
年
い
く
つ
も
の
駅
伝
や

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
好
成
績
を
残
し
、

道
内
の
陸
上
関
係
者
の
間
で
は
名
が

知
ら
れ
る
存
在
と
な
り
ま
す
。

28
歳
の
と
き
に
丸
玉
産
業
に
勤
め

る
喜
代
さ
ん
と
所
帯
を
持
ち
、
33
歳

か
ら
は
津
別
営
林
署
に
勤
め
る
こ
と

に
な
っ
た
大
友
さ
ん
で
す
が
、
走
る

こ
と
へ
の
意
欲
は
衰
え
ま
せ
ん
。

仕
事
の
合
間
に
練
習
を
続
け
、
サ

ロ
マ
湖
１
０
０
d
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ン
に
は
昭
和
61
年
の
第
一
回
か
ら
出

場
。
50
d
の
部
に
於
い
て
３
時
間
38

分
の
好
タ
イ
ム
で
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
第
二
回
目
以
降
は
毎
年
１
０

０
d
の
部
に
出
場
し
完
走
17
回
、
８

時
間
40
分
台
の
自
己
記
録
を
残
し
て

い
ま
す
。

平
成
10
年
に
は
長
年
の
活
躍
が
認

め
ら
れ
、
津
別
町
体
育
協
会
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。「
妻
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

続
け
ら
れ
ま
し
た
」
と
微
笑
む
大
友

さ
ん
。
練
習
で
町
内
を
走
っ
て
い
る

と
、
通
り
が
か
り
の
人
に
声
を
掛
け

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
も
ま
た

励
み
に
な
る
そ
う
で
す
。

おおとも　くにおさん／昭和17年７月、津別町生まれ／72歳／活汲在住

さ
ん

マ
ラ
ソ
ン
が
与
え
て
く

れ
る
感
動

大
友
　
國
男

【442】

問い合わせ先　†76－2151 税務担当（220・221）
収納担当（218）

窓
口
対
応
は
笑
顔
を
忘
れ
ず
に

元
村
　
恵
里

さ
ん

もとむら　えりさん／平成３年４月生まれ／網走

信用金庫津別支店勤務

平
成
26
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付

は
２
月
16
日
（
月
）
か
ら
３
月
16
日
（
月
）

ま
で
で
す
。

ま
た
、
所
得
税
の
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
、

２
月
16
日
前
で
も
税
務
担
当
で
申
告
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

受
付
場
所

役
場
税
務
担
当
y
番
カ
ウ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
12
時

午
後
１
時
〜
５
時

な
お
、
右
の
受
付
時
間
に
仕
事
等
の
都
合

で
来
ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
ご

連
絡
い
た
だ
き
、
夜
間
の
受
付
も
対
応
い
た

し
ま
す
（
午
後
８
時
ま
で
）。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
申
告
書
用
紙
、
源
泉
徴
収

票
（
給
与
、
公
的
年
金
　
※
申
告
書
に
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
原
本
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
）、
印
鑑
、
国
民
年
金
控
除

証
明
書
、
生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
旧
長
期

損
害
保
険
控
除
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除
を
さ
れ
る
方
は
、
領
収
書
を

個
人
ご
と
に
分
け
、
病
院
・
薬
局
ご
と
の
合

計
額
を
計
算
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

所
得
税
の
還
付
金
が
出
る
方
は
、
申
告
者
名

義
の
銀
行
口
座
を
控
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
申
告
書
の
作

成
が
で
き
ま
す
。

所
得
税
確
定
申
告
は

お
早
め
に

網
走
信
用
金
庫
に
勤
め
て
３
年
目
、

津
別
支
店
に
配
属
さ
れ
て
２
年
の
元

村
恵
里
さ
ん
。
主
に
窓
口
対
応
と
出

納
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
特
に
窓

口
で
は
笑
顔
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
心

が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

美
幌
町
出
身
の
元
村
さ
ん
は
、
美

幌
高
等
学
校
か
ら
北
星
学
園
短
期
大

学
に
進
学
し
、
英
文
学
を
専
攻
し
ま

し
た
。
短
大
卒
業
後
は
地
元
で
働
く

こ
と
を
第
一
に
考
え
、
地
域
に
根
ざ

し
た
企
業
の
同
金
庫
へ
の
就
職
を
志

望
し
ま
し
た
。

「
最
初
は
覚
え
る
こ
と
が
多
く
て
大

変
で
し
た
。
ミ
ス
は
許
さ
れ
な
い
職

場
な
の
で
、
経
験
を
積
ん
で
お
客
さ

ま
に
安
心
し
て
任
せ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
職
員
に
な
り
た
い
で
す
」
と
、

に
こ
や
か
に
仕
事
へ
の
思
い
を
話
し

て
く
れ
た
元
村
さ
ん
。

こ
の
２
年
で
津
別
に
も
顔
な
じ
み

の
人
が
増
え
た
よ
う
で
、
町
内
で
催

さ
れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
な
ど
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動

に
も
積
極
的
に
関
わ
り
た
い
そ
う
で

す
。

国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

平成27年度住宅改修（リフォーム）

奨励金申し込み期間について

平成27年度に住宅の改修を予定されている方で、奨

励金の交付を希望される方は、受付期間内に申し込みが

必要です。

奨励金の対象となる改修工事は、町内建設業者が請負

い、改修に要する費用が50万円（税込み）以上、奨励

金交付決定前に着手していない改修工事です。

受付期間は、３月10日か

ら１カ月間を予定していま

す。詳しくは、広報つべつ

３月号に掲載しますが、改

修を予定されている方は、

業者に見積もりを依頼する

など、早目のご準備をお願

いします。

問 い 合 わ せ 先

建設課住宅グループ　† 76－2151（内線252・255）

がんの終末期や高齢終末期などで余命を告げら

れた時、住み慣れた自宅で最期を迎えたいご本人

と家族を支援させていただきます。

前にご説明した「訪問診療・看護」の中で、定

期的に医師、看護師が訪問し、さまざまな症状に

合わせた緩和ケアを行います。

問い合わせ先

丸玉産業津別病院　在宅支援室　治部

†（代）76－2121

津別病院の在宅医療支援
《そのt…在宅看取りについて》

＜緩和ケアとは＞

がん等に伴う、体

と心の痛みやつらさ

を和らげること。

患者さん本人や家

族が「自分らしく」

過ごすために、療養

生活の問題や社会制

度の活用も含めて幅

広い支援を行います。



北
見
農
業
試
験
場
な
ど
が
研
究

開
発
し
た
新
品
種
や
新
技
術
を
速

や
か
に
公
表
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地

域
の
多
く
の
方
々
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
『
第

19
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
新
技
術
セ

ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
ま
す
。

新
品
種
や
新
技
術
の
ほ
か
地
域
に

お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
紹
介
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

日
　
時

２
月
27
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所

北
見
市
端
野
町
公
民
館
グ
リ
ー

ン
ホ
ー
ル
（
北
見
市
端
野
町
二

区
４
７
１
番
地
11
）

†
０
１
５
７-

56-

２
５
１
５

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
北
見
　

農
業
試
験
場

†
０
１
５
７-

47-

２
２
５
２

12
月
９
日
（
火
）
に
実
施
し
た

３
歳
児
健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ

の
お
友
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

矢
作
　
陽
都
は
る
と

く
ん
（
活
汲
）

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
担
当

†
76-

２
１
５
１
　

（
内
線
２
３
２
）

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
町
内
に
登
録
さ
れ
て
い

る
、
軽
自
動
車
・
二
輪
・
原
付
自

転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
等
を
お

持
ち
の
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
町

税
で
す
。

軽
自
動
車
税
の
か
か
る
車
を
廃

車
・
売
買
・
譲
渡
等
に
よ
り
所
有
し

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
抹
消
・
移
転

の
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

原
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動

車
は
津
別
町
役
場
y
番
窓
口
で
、

軽
自
動
車
は
北
見
地
区
軽
自
動
車

協
会
で
、
二
輪
は
軽
自
動
車
協
会

も
し
く
は
運
輸
支
局
で
登
録
で
き

ま
す
。

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
抹

消
ま
た
は
移
転
の
登
録
が
さ
れ
な

い
場
合
、
平
成
27
年
度
の
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
収
納
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１（
内
線
２
２
０
）

北
見
地
区
軽
自
動
車
協
会

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

†
０
５
０-

３
８
１
６-

１
７
６
９

北
見
運
輸
支
局

†
０
１
５
７-

24-

７
５
８
１

次
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
児
童

扶
養
手
当
を
請
求
で
き
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

・
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
ま
た

は
そ
れ
と
同
等
の
世
帯

・
子
ど
も
の
父
親
ま
た
は
母
親
が

一
定
の
障
が
い
を
も
つ
世
帯

・
子
ど
も
を
親
以
外
の
者
が
養
育

し
て
い
る
世
帯

18
歳
未
満
（
重
度
障
が
い
児
は
20
歳

未
満
）の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

20
歳
未
満
の
一
定
の
障
が
い
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
を
持
つ
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
場
合

※
手
続
き
等
不
明
な
点
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
７
７
）

国
税
の
電
子
申
告
を
さ
れ
る
方
の

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
は
「
電

子
証
明
書
」
が
記
録
さ
れ
て
い
て
、

こ
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
、

発
行
の
日
か
ら
３
年
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

役
場
で
「
電
子
証
明
書
」
を
記
録

し
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
渡

し
し
た
と
き
の
「
電
子
証
明
書
の
写

し
」
に
、
有
効
期
間
満
了
日
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。「
電
子
証
明
書
」

の
有
効
期
間
が
過
ぎ
た
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
で
は
、
電
子
申
告
は
で
き

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
電
子
申
告
を

行
う
た
め
に
は
「
電
子
証
明
書
」
の

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
（
更
新
手

数
料
は
５
０
０
円
で
す
）。

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
間
は
、

カ
ー
ド
自
体
の
有
効
期
間
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
更
新
手
続
き
先

保
健
福
祉
課

戸
籍
年
金
担
当

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
２
２
、
２
２
３
）

町
の
新
し
い
教
育
委
員
と
し
て

金
田
美
喜
恵
さ
ん
が
就
任
し
、
１

月
７
日
、
佐

藤
町
長
か
ら

辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平

成
30
年
12
月

末
ま
で
で
す
。

夫
が
40
年
く
ら
い
前
に
購
入

し
た
山
林
を
「
買
い
取
る
」
と

い
う
電
話
が
あ
り
、
来
訪
し
た

業
者
に
売
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
際
、「
将
来
、
太
陽

光
発
電
の
会
社
が
買
い
取
る

は
ず
だ
」
と
い
う
新
た
な
山

林
を
紹
介
さ
れ
買
う
こ
と
に

し
た
。
売
却
額
と
購
入
額
の

差
額
を
払
っ
た
の
だ
が
、
こ

の
業
者
は
信
用
で
き
る
か
。

業
者
の
情
報
を
伝
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
相
談

情
報
と
し
て
、
過
去
に
原
野

商
法
の
被
害
に
遭
っ
た
人
に

「
そ
の
土
地
を
買
い
た
い
人
が
い

ス
リ
ッ
プ
事
故
を

防
ぐ
た
め
に

住民企画課
住民企画
グループ

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

道
路
も
す
っ
か
り
雪
に
覆
わ
れ

る
と
、
冬
型
事
故
の
危
険
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
特
に
多
発
す
る
の

は
ス
リ
ッ
プ
事
故
。
ス
リ
ッ
プ
事

故
は
、
直
線
道
路
、
カ
ー
ブ
に
か

か
わ
ら
ず
、
ブ
レ
ー
キ
・
ハ
ン
ド

ル
操
作
を
誤
る
と
発
生
し
ま
す
。

例
え
ば
…
…

○
対
向
車
両
と
す
れ
違
う
と
き
に
、

ブ
レ
ー
キ
を
操
作
す
る

○
道
路
が
凍
結
し
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
い
て
い
な
が
ら
、
カ
ー
ブ

で
ブ
レ
ー
キ
を
操
作
す
る

○
ス
リ
ッ
プ
し
た
と
き
に
体
勢
を

立
て
直
す
た
め
、
急
な
ハ
ン
ド
ル

を
操
作
す
る

事
故
防
止
の
た
め
、
以
下
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
用
意
な
ハ
ン
ド
ル
・
ブ
レ
ー

キ
操
作
は
し
な
い

○
無
理
な
追
い
越
し
は
絶
対
に
し

な
い

○
対
向
車
と
す
れ
違
う
と
き
や
カ
ー

ブ
の
手
前
で
は
、
早
め
に
十
分
な
減

速
を
す
る
（
直
前
で
の
強
い
ブ
レ
ー

キ
は
ス
リ
ッ
プ
の
危
険
性
が
高
い
）

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ † 76－2151

FAX  76－2976

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

国
税
の
電
子
申
告
を

さ
れ
る
方
へ

第
19
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
新

技
術
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
の
抹
消
・
移
転
の

登
録
は
３
月
31
日
ま
で
に

る
」「
高
く
売
れ
る
」
な
ど
と
勧
誘
し

測
量
の
費
用
を
請
求
し
た
り
、
新
た

な
土
地
の
購
入
を
持
ち
掛
け
た
り
す

る
「
二
次
被
害
」
が
増
え
続
け
て

い
ま
す
。

業
者
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
う

の
み
に
せ
ず
、
契
約
を
検
討
す
る

場
合
は
、
そ
の
土
地
が
所
在
す
る

自
治
体
等
に
土
地
の
状
況
を
問
い

合
わ
せ
る
な
ど
し
て
情
報
を
収
集

し
、
少
し
で
も
不
審
な
点
が
あ
れ

ば
契
約
し
な
い
こ
と
で
す
。

《
消
費
生
活
の
ご
相
談
は
》

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課

商工観光

グループ

†76－2151

（内線258）

原
野
商
法
の
二
次
被
害
に
注
意
！

A

町
教
育
委
員
に

金
田
美
喜
恵
さ
ん
が
就
任

各
種
訓
練
や
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○
消
防
団
と
は
？

市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
公
の
機
関

で
、
消
防
署
と
連
携
し
て
活
動
し
ま
す
。

○
消
防
団
員
の
立
場
は
？

消
防
団
員
は
権
限
と
責
任
を
有
す
る

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

○
入
団
資
格
は
？

・
津
別
町
に
居
住
し
て
い
る
人

・
年
齢
18
歳
以
上
の
心
身
と
も
健
康
な

人
ま
ず
は
お
電
話
を
！

津
別
消
防
署
　
†
76-

２
１
８
９

○
活
動
の
内
容
は
？

消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震
や
風

水
害
な
ど
大
規
模
災
害
時
の
救
助
・
救

出
等
に
当
た
る
と
と
も
に
、
平
常
時
は

津
別
消
防

団
で
は
、
消

防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

津
別
で
暮
ら
す
あ
な
た
だ
か
ら
こ

そ
、
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

裁判所の利用のための各種手続き（調停
等）説明会を、下記の日程で行います。

場　所　美幌町保健福祉総合センター

『しゃきっとプラザ』

（美幌町字東３条北２丁目１番地）

†73－1111（内線346）

時　間　電話予約により指定された午後１時

から３時までの時間

予約・問い合わせ先

北見簡易裁判所　†0157－24－8431

（内線211）※実施予定日の１週間前までに

電話予約が必要です。

２月は国民健康保険税第９期の納付月です

口座振替をご利用の方は、引落口座の残高の
ご確認をお願いいたします。

納付期限は３月２日（月）です

問い合わせ先
住民企画課税務収納グループ　† 76－2151
税務担当（内線220・221）、収納担当（内線218）

振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺の被害防止

「電話番号が変わった」「AＴＭで医療費を還付する」

「必ず儲かる」「名前を貸して欲しい」は詐欺！

○現金は、現金書留以外では送付できません。

「ゆうパック、レターパック、宅配便で送って」は　

詐欺です。

○AＴＭ操作で還付金を受け取ることはありません。

「AＴＭから携帯で連絡して」は詐欺です。

○「必ず儲かる」等のうまい話はありません。

「ロト６の当選情報がある」は詐欺です。

振り込む前に、送付する前に、手渡す前に、警察

相談電話＃9110へ連絡してください。

※警察では、被害防止のために『迷惑電話チェッカ

ー』の設置を推進しております。詳しくは美幌警察

署（† 72－0110）までご連絡ください。



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当
†76－ 2151  内線222、223

国民年金保険料は、お支払い方法に

よって割引きがあるのをご存知ですか。

前納でおトクな割引を

■募集する作文　　　１）交通事故防止に関すること　

・標語の内容 ２）交通事故の体験に関すること

３）その他交通安全に関すること

■作品応募対象者

小学生の部（５・６年生）、中学生の部

■作品の提出期限及び提出先

期　限：２月2４日（火）

提出先：役場　住民企画課住民企画グループ

※小学生の部・中学生の部については、学校を通じて集約してお

ります。

■表彰区分

最優秀賞　　小中学生各１点

優 秀 賞 小中学生各２点

努 力 賞 小中学生各２点

■表　　彰

平成27年度津別町交通安全推　

進町民大会の席上で行います。

■問い合わせ先

住民企画課住民企画グループ　　

†76－2151（内線216）

町では交通事故を少しでも減少させることを目的に、下記要領によ

り『第23回交通安全に関する作文・標語コンクール』を実施いたし

ます。

皆さまの参加をお待ちしております。

６カ月分で740円６カ月分前納

１年分で3,250円

割　引　額

１年分前納

前 納 区 分

６カ月分で1,040円６カ月分前納

１年分で3,840円

割　引　額

１年分前納

前 納 区 分

q納付書又はクレジットカードで前納

された場合

w口座振替で前納された場合

e毎月（早割）だと50円の割引額に！　
（納付期限よりも１カ月早く口座振替）

国民年金保険料の前納には、事前の申
し込みが必要です。なお「１・２年分前
納」と「上期６カ月分前納（４～９月分）」
の申し込み期日は２月末です！

～前納の申し込み・問い合わせ先～
北見年金事務所　国民年金課

†0157－25－9635

１
、
屋
根
の
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
が
道
路
に
落
ち
る
構
造
の
建
物

に
は
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
丈
夫
な
滑
り
止
め
な
ど
を
付
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

２
、
雪
の
滑
り
止
め
が
あ
っ
て
も
、
強
さ
が
足
り
な
か
っ
た
り
、
針

金
な
ど
が
さ
び
つ
い
た
り
し
て
落
ち
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
ず

点
検
し
て
、
悪
い
と
こ
ろ
は
修
繕
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
屋
根
の
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
は
、
気
温
が
急
に
上
昇
し
た
と

き
、
特
に
マ
イ
ナ
ス
３
度
か
ら
プ
ラ
ス
３
度
位
に
な
っ
た
と
き
に

落
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。
歩
行
者
や
遊
ん
で
い
る
子
供
た
ち
に
注

意
を
す
る
と
共
に
、
早
め
に
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
を
落
と
し
て

く
だ
さ
い
。

４
、
突
出
看
板
な
ど
か
ら
の
落
氷
雪
は
、
少
し
で
も
危
険
で
す
。
付

着
し
た
雪
や
氷
は
、
こ
ま
め
に
取

り
除
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

５
、
歩
行
者
や
車
の
通
行
に
支
障
と

な
り
ま
す
の
で
、
屋
根
な
ど
の
敷

地
内
の
雪
は
絶
対
に
道
路
へ
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

６
、
軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋

根
か
ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

７
、
軒
下
や
道
路
で
は
、
絶
対
に
子

供
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

屋
根
に
積
も
っ
た
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
が
落
ち
る
こ
と
で
、

歩
行
者
が
ケ
ガ
な
ど
を
し
な
い
よ
う
次
の
よ
う
な
対
策
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
気
温
の
高
い
日
は
、
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先　建設課道路車両グループ　†76－2151（内線249）

q～wの割引額は、平成26年度の額です。
平成27年度の割引額はまだ未定です。

※また、6カ月分前納は上期（4～9月分）、
下期（10～翌年3月分）となります。

津
別
町
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会
（
仮
称
）
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

まちなか再生

支援事業の

イメージ

町
で
は
将
来
の
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
な
か
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
心
豊
か
に
、
安
全
・
安
心
な
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
筑
波
大
学

な
ど
と
協
力
し
て
「
ま
ち
な
か
再
生
事
業
」
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

こ
の
事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
、
町
内
各
企
業
や
団
体

か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
、
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
町
職

員
等
に
よ
る
「
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会
」
を
組
織
い
た
し

ま
す
。

津
別
町
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
と
も
に
考

え
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
町
民
の
方
を
募
集
い
た
し
ま

す
。

募
集
人
員

３
名
程
度

任
　
　
期

３
年
間

協
議
会
の
取
組
み
内
容

ま
ち
な
か
の
再
生
と
持
続
可
能
な
施
策
に
関
し
、
調
査

研
究
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格

次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
意
欲
が
あ

り
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
で
、
特
に
20
歳
代
か
ら
40

歳
代
の
方
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
等
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
応
募
用
紙
に
つ
い
て
は
、
津
別
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
住
民
企
画
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
１
５
）

津
別
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

w
w
w
.to
w
n
.tsu
b
e
tsu
.h
o
k
k
a
id
o
.jp

報
酬
等

委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
方
に
は
、
町
条
例
に
基
づ
き
報
酬

等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

募
集
期
間

平
成
27
年
２
月
４
日
（
水
）
か
ら
２
月
20
日
（
金
）

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
又
は
役
場
１

階
r
住
民
企
画
グ
ル
ー
プ
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

２年分で14,800円２年分前納


